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はじめに

研究室という比較的少人数 (高々20人程度)のグルー
プにとっては、コミュニケーションが教育上・研究上の
最重要な要素である。しかし、スケジュール的に対面で
コミュニケーションがとれる時間は限られている。そこ
で、多くのグループでは、メーリングリスト、掲示版な
どの非同期的コミュニケーション手段を利用している。
この様な手段を使うことにより、場所に依存しない、非
同期的コミュニケーションをとることができる。

目的

この研究の目的は、既存のグループ・コミュニティの
コミュニケーションを支援するシステム (“Urban”)の作
成である。新しいバーチャルなコミュニティを作り上げ
るためのシステムではなく、あえて一緒に働く・学ぶ人々
のリアルな関係・やりとりを支援することが目標である。
対面コミュニケーションを支援し、またバーチャルなコ
ミュニケーション手段も用意することにより、コミュニ
ティの情報の流れをスムーズにすることを目指す。

Urban

設計概要

多くのユーザが互いにやりとりできるシステムとして、
まず、サーバクライアント方式を選んだ。その一番導入
しやすい形であるウェブベースのアプリケーションとし
て開発を行った。実際、ページ作成には、PHPスクリプ
ト言語 [1]、データ保存には MySQL[2]データベースを
利用した。ユーザ側では、一般的なウェブブラウザで利
用可能である。

設計方針

設計キーワードとして、Awareness(アウェアネス)と
Integration(統一)を基に設計を行った。

Computer Supported Cooperative Work
(CSCW) システムにおいてどのような社会的
なやりとりが行われているのかを知ることが
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図 1: システムのスクリーンショット

作業を進める上で有力な情報である。
— Ackermanら [3]

本システムでは他のユーザのステータス、行動が簡単に
確認できるように設計した。

他人とのやりとり、情報の獲得、作業の対象が
全てデジタル化される現代では最重要であるの
は、圧倒されずに、情報の把握を可能にするイ
ンタフェースである。 — Cadizら [4]

本システムは、以前研究室で利用していたシステム群 (時
間割決定、週間の目標記録、掲示版等)を一つのシステム



に総合した形をとることにより、ユーザには使いやすく、
多くの情報を把握しやすいインタフェースを提供する。
また、多くの利用形態に対応できるように、モジュー

ルベースの設計方法をとった。モジュールの実行環境と
なる基本的な枠組を作り、ユーザのニーズに対応するモ
ジュールを個別に作成した。実際にシステムの詳しい仕
様が分からなくても、モジュールの開発は可能となって
いる。また、簡単なウェブ上のインタフェースを通して
新しいモジュールの作成も可能である。

ユーザインタフェース

ユーザインタフェースは、一般的なウェブブラウザの
上に構築した (図 1)。ブラウザの画面上の限られたスペー
スでユーザへの負担を最小に押えながら、できるだけ多
くの情報を表示するために、各モジュールに対応する表
示領域を二つ用意した。
中央にはアクティブなモジュールが表示され、その両

側にはボックスと呼ばれるモジュールのサマリー (例え
ば最新メッセージの見出し、今週のゼミの日程等)が表
示される。
中央領域はスタックビューとタブビューを切り替える
ことができ、スタックビューではアクティブモジュール
は全て縦に並び、タブビューでは一つのモジュールのみ
が手前に表示され、他のアクティブモジュールへの切り
替えはタブで行える。
モジュールの開閉・レイアウト等は全て、ユーザで自
由に決めることができ、柔軟性の高いインタフェースで
ありながら、全ての情報はワンクリックでアクセス可能
な状態になっている。
他のユーザの行動を確認できるような仕組みとして、
同じモジュールにアクセスしている他のユーザのアイコ
ンがメインウィンドウの左上に表示されるようになって
いる。

機能概要

本システムでは一つのモジュールが一つの機能を実現
している。コントロールセンターとなっているのは user
モジュールであり、このモジュールで環境設定が行える。
モジュールの数は現在２０を越えているが、研究室内の
コミュニケーションを支援する上で重要な役割を果たし
ているのはこのモジュールである。以下に実際のモジュー
ルの例をを示す

• msgsメッセージのやりとりのための掲示板モジュー
ル。実名で投稿。

• zemi ゼミのための論文管理、日程管理、評価。
• attendance 出席記録、グラフ表示。
• goals一週間・一ヶ月の目標を記録。毎週のミーティ
ングで利用。

• style インタフェースの見た目をカスタマイズ。

この他に、「時間割決定」、「ファイル共有」、「投票」、
「研究室名簿管理」等のモジュールがある。

内部仕様

システムの各機能を提供するモジュールは同じ親クラ
スを継承しており、一貫性が保たれている。いくつかの
メソッドを定義するのみでモジュールが完成する。ユー
ザの認証情報、データベースへアクセスするためのメ
ソッド等はシステム側で用意されるため、コードの重複
なく、モジュールの機能に必要なコードのみを書くこと
でモジュールが完成する。
システムには設定ファイルがなく、新しいモジュール
を追加することは、指定のディレクトリーにモジュールを
定義したソースファイルを置くことででき、またモジュー
ルの削除もモジュールを定義するファイルを削除するの
みである。サーバーの再起動、設定ファイルの編集など
が不要である。

ユーザによるモジュールの作成

システムのモジュールをウェブ上でグラフィカルに作
成するサブ・システムとして、Tectを作った。Tect で
は、各モジュールにデータベースのテーブルを対応させ
ることにより、テンプレート形式を持ちながらも自由度
の高いモジュールの作成が可能である。メニュー方式で
の開発により、数分で一つのモジュールが作成可能であ
る。作成されたモジュールはシステムにエキスポートさ
れ、作成者の設定により全てのユーザ共有可能にするこ
ともできる

システムの評価

現時点で定量的な評価はまだ行っていない。自分の研
究室 (所属人数 17人)でシステムは中心的な存在になっ
ており、ユーザに強く支持され、アクセス回数の平均は
1日 1ユーザあたり 45ページビューになっている。今後
の評価の予定として、同類のシステムとの比較などを行
う予定である。
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